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成果の概要

地球型惑星形成の最終ステージでは、岩石と金属鉄からなる火星サイズの原始惑星がお
互いに衝突合体を繰り返し、現在のような地球型惑星４つが形成されたと考えられている。
本年度は、ＧＲＡＰＥ６システムを用いて、原始惑星同士の高精度衝突シミュレーション
をさまざまな衝突条件（衝突天体の質量比、衝突速度、衝突角度などを変え、合計１００
０ラン以上）で行った。
その結果、この最終ステージでの原始惑星の衝突が必ずしも合体するとは限らず、およ

そ４０％の衝突が合体しないイベントであることがわかった。さらに、原始惑星が合体す
る条件も定式化することに成功した。この合体条件を用いて、地球型惑星形成の最終ス
テージを再計算したところ、最終的に形成される惑星の数や質量はほとんど変わらなかっ
たことが初めて明らかになった。一方、最終的に形成される惑星の自転速度は従来の完全
合体を仮定したものよりも大きく減少することがわかり、現在の地球型惑星のそれと調和
的な結果となった。
さらに、１０００ランを超える衝突シミュレーションの計算結果を用いて、衝突時の質

量減少、角運動量の分配などのさまざまな物理現象を解析し、テーブル化した。今後は、
これらの計算結果を利用して、地球型惑星形成の最終ステージの細部を明らかにしていく
予定である。




